




















に夏の学期の合間に毎年、Unit 1、Unit 6、Unit 4、Unit 5 と継続的に改訂を行って
きた。そして毎回、当論集上で改定後の秋学期に実施した学生へのアンケート調査
の結果を報告してきた。今回は、2018 年の夏に大幅改訂を行った Unit 1 と用語の改
訂のみを行った Unit 2 を試用した秋学期のアンケート調査の詳細結果を報告する。   
【キーワード】 モジュール型教材、接触場面、ディスカッション 
 
1. はじめに   
 関西外国語大学留学生別科においては、2008 年秋学期（9月~12月）より中級後














 Unit 1「LINE、やってる？」 
 Unit 2「交通機関のマナー」 
 Unit 3「夫？主人？」 
 Unit 4「和食ブームって本当？」 
 Unit 5「関西は好きですか？」 
 Unit 6「就活って何？」 
 
 2014年の夏に Unit 1 のダイアログの中心的トピックであった Mixi がもはや日本
社会であまり使用されなくなってきたことを受けて、Unit 1 のトピックを Mixi から
LINE に変更することにしてメインダイアログを改訂した。そして、その秋学期よ
り新しい Unit 1 の試用を始め、Unit 4 まで終了した中間試験が終わった段階で学生
間の教科書に対する評価をアンケート調査した。その詳細は、以前の論集で報告さ
れている（宮内 2014）。 
 2015年には、Unit 6 の改訂を行った。この時の改訂の候補としては、Unit 4「ユ
ニクロ、MUJI は海外で成功するか？」と Unit 6「外国人労働者、受け入れますか？」
の 2つが挙がったが、最終的には Unit 6 が改訂されることになった。決定された経
緯などの詳細についても、以前の論集（髙屋敷・宮内 2015、宮内 2015）で報告さ
れている。 













 今回の改訂では、再度 Unit 1 が対象となった。このユニットは 2014 年に改訂さ























 今回改訂された主なものは、Unit 1 のメインダイアログである。ここでは、その
改訂前のもの（図 1および図 2）と改定後のもの（図 3 および図 4）を転載する。 
 
2.1 改訂前のダイアログ 
 タイトルは「LINE、やってる？」で、ダイアログは会話 1、会話 2、会話 3、会


























3 も 2 人で LINE についてのメリット・デメリットを話している場面で、内容的に
は変更前を大きくは変化していない。会話 4は、変更前と同様にそれから数日後と
いう設定になっているが、ここでは LINE に限定せず様々なアプリにおける日本や
ジョンの母国であるアメリカでの SNS の問題点に関して 2 人が話し合っていると
いう風に変更されている。 












































































































































できるように配慮した。この学期には、JPN6 の学生は、全部で 25 名（男子学生 6
















 まず、教科書全体についての評価であるが、図 5の結果となった。“strongly agree”
と“somewhat agree”を合わせると、79%の学生、つまり、回答者 24 名中 19名が「良
い」という評価であった。また、「どちらでもない」と考えられる“neutral”の回答は























6 参照）。このグラフでは、“strongly agree”と“somewhat agree”を合わせて“agree”とし、
“strongly disagree”と“somewhat disagree”を合わせて“disagree”としている。 
 このグラフを見ると、全てのユニットにおいて“agree”が“disagree”を上回っており、
全てのユニットに対して 66.7%（24 名中 16 名）以上の学生が「面白い」と評価し
ていることが見てとれる。今回、ダイアログを大幅改訂したUnit 1について言えば、
“agree”が 70.8%（24 名中 17 名）で、改訂前の昨年度の同じ調査の結果が 33.3%で
あった（宮内 2017）ことを考えれば、大きく評価を改善したと言えるだろう。その
意味では、今回の改訂は成功裡に終わったと言って差し支えないであろう。また、
時代にそぐわなくなった用語などの最小限の変更に留めた Unit 2 は、”agree”が
66.7%（24 名中 16 名）と好感度が他のユニットと比べ極めて高いとは言えないも
のの、“disagree”はゼロで大幅な人気度の下降が見られることはなかった。このユニ
ットに関しては、現状のまま、もうしばらく様子を見ていく方針でよいと思われる。 























 一方、一番人気が低かったユニットは、Unit 6 であったと言えるだろう。“agree”
は 66.7%（24 名中 16名）で Unit 2 と変わらなかったが、“disagree”は 16.7%（24名
中 4名）となっており、非好感度が最も高かった。このユニットのタイトルは、「就
活って何？」で、日本人学生の就職活動の状況を扱っており、2015年度に改訂した
ユニットである。このユニットは、改訂直後の 2015 年の調査においても、“agree” が
















 さらにこの項目では、先程の関心度の項目では Unit 5と Unit 6の “agree”の数の

















 また、ここでも先程の関心度の項目と同様に Unit 5 の評価が最も高く（agree が
15 名:62.5%で disagree が 2 名：8.3%）、Unit 6 の評価が最も低かった（agree が 11
名:45.8%で disagree が 4名：16.7%）。Unit 6 に関しては、前の関心度・好感度の項
目でも評価が低かったことを考えれば、次回の改訂の対象は Unit 6 であると言って








“adequate” が “too long”、 “too short” を抑え最も多くなっている。“adequate”の割














 実際のユニット毎のダイアログの文字数を見てみると（表 1参照）、Unit 5 の文字
数は 2,056と最も短く、Unit 6 が 3,683 と最も長いのであるが、“too long”という評







Unit Unit 1 Unit 2 Unit 3 Unit 4 Unit 5 Unit 6 
文字数 3,028 2,193 2,143 2,480 2,056 3,683 
表 1 ダイアログの文字数の比較 




















ている。最も多いのが、Unit 4 で 91.7%（24 名中 22名）、最も低い Unit 6 が 79.2%
で、難しさに関してはほぼ問題がないと言ってよいであろう。 
 以前の調査では、Unit 3「夫？主人？」において「特異な状況」（宮内 2017）が見
られた。この時は“adequate”（15名中 8名：53.3%）が他のユニットに比べて低く、








































Unit Unit 1 Unit 2 Unit 3 Unit 4 Unit 5 Unit 6 
単語数 72 69 48 69 63 54 
図 10 「単語の数」に対する評価のユニット毎の比較 
表 2 単語リスト上の単語数（実数）の比較 
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今回の調査の「フリーコメント」欄にも、 “I (also) don't like how there is a huge vocab 

























では、「Unit 6 において“difficult”（8 名）が“adequate”（7名）を上回った」（宮内 2017）
が今回は、その差が他のユニットに比べれば最も小さいものの、“adequate” （15
名）が“difficult”（8 名）のおよそ 2 倍であった。このユニットは、「単語の実数か
ら言えば 2番目に少ないにもかかわらず、馴染みの単語が少ないということから難





























練習の内容はいいと思う」という意見に “agree” か “disagree” かを尋ねた。ユニッ
ト毎の比較を表すグラフが図 13 である。この項目に関しては、これまでの調査同


































図 12 「単語練習の量」に対する評価のユニット毎の比較 

























ユニット毎の比較を表すグラフが図 15 である。 
 この質問に対しても、全ユニットにおいて 62.5%（24 名中 15 名）以上の“adequate”






図 14 「表現の説明の良否」に対する賛否のユニット毎の比較 
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ユニットにおいても低かった。一番低い Unit 6 では、“adequate”が 54.2%（24名中
13 名）しかなかった。以前の調査でも述べたが、Unit 5 と Unit 6 の「2つのユニッ
図 15 「表現説明の例文の量」に対する評価のユニット毎の比較 

























 「表現練習の内容がいいと思う」に“agree”の数は、Unit 4 を除く全てのユニット
で 66.7%（24名中 16 名）以上の回答になった。また、“disagree”の回答は、全ユニ
ットでゼロであった。Unit 4 については、Unit 1から Unit 3 における練習内容に大




































 図 19 は、「ダイアログの会話の速さ」に関するグラフである。「会話の速さが、 
“fast”か、“adequate”か、“slow”か」を尋ねた結果のユニット毎の比較になっている。 
図 18 「聞き取り練習の効果」に対する賛否のユニット毎の比較 
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 会話スピードは、ほぼ natural speed で録音をされていて、学生はオンラインで自
分の好きな時にアクセスし聞くことができる。クラスで全員で聴解練習することも
あるが、前節で述べたようにクラスではあまり聞く時間が取れていない。そういっ
た中で、今回の調査では、ユニット毎の違いが大きく出てきた。Unit 1、Unit 2、Unit 
4 において、“adequate”の回答が比較的多く、Unit 3、Unit 5、Unit 6 において“adequate”
の回答が少なくなった。Unit 1 が一番多くて 79.2%（24 名中 19 名）、Unit 6 が一番




















 以上のアンケート調査の結果をまとめると今回の大幅改訂の対象となった Unit 1
を含め JPN6 のモジュール型教材の学生による評価として以下のことが言えそうで
ある。 
(1) 今回大幅な改訂の対象となったUnit 1については、トピックを LINEから SNS




































実際、今回の調査でも、「取り上げて欲しいトピック」の回答として  “Maybe 
Japanese history or how Japan became more westernised.” と書いてきている者もいた。 
 
5. おわりに 
 2014年の Unit 1 の改訂、2015年の Unit 6 の改訂、2016 年の Unit 4 の改訂、2017
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添付の資料 JPN6 教科書アンケート p.8（最終ページ） 
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